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要 旨

中部電力株式会社武豊火力発電所納700t/hボイラほ,国r勺のUPポでラとしてほ第5号缶で,国産UPボイ

ラとしては第3号缶にあたるが,微粉炭燃焼UPボイラとしては,はじめてのものである｡また本ボイラは微

粉炭燃焼ボイラとしてほ国内ではじめての強圧通風方式を採用したのをはじめ,起動バイパス系統に過熱器ク

ーリングラインを加えた新しい方式のもので,火炉水壁構造を従米の二経路式と異なるいわゆるワンスアップ
(Once-up)と称する一一経路式であることなど多くの特長を有している.二 ここに本ボイラについて計画概要を述
べる｡

表1 ボ イ ラ 計画 仕様

】.緒 言

UPボイラとほ,商品名UniversalPressure Boilerの略称であ

りアメリカB&W社において,ベンソンボイラに独自の改良を加

え開発されたもので現在アメリカ国内のみならず世界に広くのびつ

つある画期的な貫流ボイラである.:1957年UP-1(Philo)が営業運

転にはいったのをはじめとして,実に61缶に及ぶ納入実績をもち,

使用圧力も亜臨界圧,超臨界圧の向方に及び超臨界圧UPボイラほ

37缶を納入している｡.容量的にも125MWより750MWまでの.広

範囲にわたっている｡一方国内においてほ,東京電力株式会社五井

火力発電所2号缶(265MW用),関西電力株式会社姫路第2火力発

電所2号缶(325MW用)の輸入UPボイラ2缶がそれぞれ1963年

8月,10月に相次いで営業運転にはいり,UPボイラの特色を十分

に発揮している｡これに引続いて国産UPボイラの東北電力株式会

社新潟火力発電所3号缶(250MW用),および五井火力発電所4号

缶(265MW用)が試運転中であり,その営業運転も間近であるこ 五

井2号,姫路2号缶についてほ,大規模な各種特性試験を実施しそ

の特性が明確にされ,その数々の貴重なデータほここに紹介する中

部電力株式会社武豊火力発電所1号缶(220MW用700t/h)に折り

込まれており,新火炉方式,強圧通風微粉炭燃焼とあいまってその

すぐれた性能を発揮することが期待されている｡

2.計 画 概 要

本ボイラの計酌仕様は表1に示すとおりであり,定格出力220

MWのタービン発電機に組み合わされる｡主蒸気温度および再熱蒸

気温度はそれぞれボイラの最大蒸発量の1/3ならびにタービン定格

の50%以上に対し一定に調整される｡また燃料仕様は表2に示す

とおりである｡

3.ボイラの特長

UPボイラの特長は今までにも各方面で紹介されており,本ボイ

ラがそれらの特長を十分に備えていることはもちろんであるが,そ

のほかに次のような考慮が払われている｡

(1)強圧通風方式を採用することにより,補焼動力の節減と効

率の上昇をはかった｡

(2)バーナを火炉の前面と後面に配置したいわゆる対向バーナ

配置として燃焼効率の向上と炉内における熱吸収の均一化

をはかった｡

(3)水壁構造をOnce-upと称する一経路の上昇流とし,温度差

バブコック日立株式会社呉工場

ボ イ ラ 形 式 B&W再熱放射形UPポイラ(屋外形)

蒸 気 流 量(ボイラ MCR時)

主 蒸 気 流 量 700,000kg/h

再熱蒸気流量 568,744kg/h

蒸 気 圧 力(ボイラ MCR時)

過 熱 器 出 口 175.Okg/cm2g

再 熱 器 入 口 36.9kg/cm2g

再 熱 器 臼ミ ロ 35.Okg/cm2g

蒸 気 温 度(ボイラ MCR時)

過 熱 器 出 口 571℃(ボイラ鳩MCR以上の負荷にて一定)

両 難 器 入 口 354℃

再 熱 器 仕う ロ 541℃(タービン定格のユ首,110MW以上の負荷

にて一定)

給 水 温 度(ボイラMCR時)

節 炭 器 入 口 271.3℃

ボ イ ラ 効 率(ボイラMCR時,湿炭高位基準)

88.18%

石 炭 発 熱 量(三並炭高位基準) 5,797kcal/kg

･黙

過

焼 方 式 傲粉炭専焼および重油助燃

風 方 式 強圧通風

表2 燃 料 仕 様
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5,797kcal/kg

分 6.5%

分 析

分 3.5%

発 分 36 %

分 21 %

炭 素 39.5%

分 析(無水べ--ス)

素 4.5%

黄 1.2%

1,350℃

性(ノ､一ト‾グノンーナ)45

に対し無理のない構造としたっ

(4)高負荷時にほ火炉出口でガステンノミリングを行なうことに

より火炉出口ガス温度を低く保ち,過熱器のよごれと焼損

を防止した｡

(5)ガステンパリングの採用とともに,火炉のスートブロワの

配置に考慮を払い,灰の溶融点の低い躾でもトラブルなく

燃焼できるようにした｡

(6)過熱器,再熱器接触転熱部のガス速度を低くし,かつバッ

フルプレートなどを設置しガス速度の平均化をはかり,7

ッシュカットのおこらぬよう考慮した｡

(7)起動バイパス系統にフラッシタソク蒸気による通気ライン

ー 6 -一一
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図1 700tノh UP ボ イ ラ 側 面 図

(木ボイラでほ過熱洋語クーリングラインと呼ぶ)を挟間す

ることにより起動時間を今までの方式よりもさらに短縮

した｡

(8)従来燃料制御のみにより主蒸気温度調整を行ない,非常用

として過熱器にスプレー式液温器を設置していたが,本ボ

イラでほ常時一定のスプレーをさせておき,この量を加械

することにより大幅な負荷変動に対する蒸気温度の追随性

の向上を図った｡

(9)8.5E人形ミ′レを採用することにより粉砕設備据付面積ノ1

締′J､をほかるとともiこ,石炭火プル)運転保寸の面で重要な

因子となるミルの保±手点検を容易としたっ

(10)サイドバンカを採用することにより,各棟器の配置および

対向バーナに対する微粉炭配管を容易にしたっ

(11)バンカ形状を円すいホッパ形としてバンカ内石炭流動の一

様性を期し,内面にほガラスライニングを施し使円時石炭

の停滞のないように計画した二

(12)強圧通風方式であるため,微粉炭配管にほ停J卜しているミ

ルへの炉内燃焼ガスの連続を防ぐ装置を設け,クリンカホ

ッパにほ炉内燃焼ガスの漏出を防く､､よう考r宣した二､

4.ボイラ構造概要

図1に本ボイラの側断面図をホす二.

ム1流れの経路

ボイラ本体各部の名称,伝熱面配‾臥bよび賞流経路を図2に示す｡

流れの経路を上流側から順に説明すると概略次のと二転りである.｡給

水ポンプから送り附された給水は,給水加熱器を経て節炭掛こはい

り,水壁降水管により火炉底部まで下がF),分配管によF)一次水壁

に分配さJtる.二.一次水壁を上昇し,加熱さ

れた汽水混合物は最上段バーナ上方で前,

後,側壁のそれぞれに一個ずつ設けられた

混合管寄せでよく混合さjlた後二次水壁に

分汚已される｡二次水壁は火炉高さの約2//3

の所で終わり前部ならび8こ側部には一次水

碑出口と同様に混合管寄せが設けられ流体

は混合された後三次水壁を上昇し,後部は

管寄せで管ピッチが変更され三次水壁スク

リーン管となって高温過熱器の後を上昇す

る｡これで火炉を貫流し終わったことにな

i),次いで天井壁を缶前から後方へ流れケ

ージ後壁の上部に至る｡.ここで二本の下降

管でケージ壁下部まで下がり,ケージ壁,

ケージスリング管ならびにノーズ管へ分配

される.｡輔熱器部の側壁および低温過熱器

の前,後,側壁を構成するケージ壁,火炉ノ

ーズおよび仔熱器部の床を形成するノース

管ならびに低温過熱器を支持するケージス

リソグ管ほすべて並列になっており一度で

貫流して頂部に至F),再び二本の下降管に

集められてケージ壁下部に下がF)低温過熱

器に分配される.｡低温過熱器で蒸発を完了

し,過熱さjtた蒸気は二本の連絡管に導か

れ過熱蒸気減温器を経た後高温過熱器にほ

いり,所定の条件の過熱蒸気に過熱されタ

ービンへ送られる.｡なお再熱器は従来のポ

イラと変わらない二､

ム2 節 炭 器

節炭器ほ外得63.5mmの管で構成された水平多1F_h管形であり,低

温過熱器の下方のガス温度の低い部卸･こ配置されているっ伝熱管配

列方向ほボイラの幅方向で,伝熱管のスパンを炉幅と同程度の長い

ものとし,ニのスパンの途中に2個所支持装置を入れ,これをケー

ジ前後面の下部管寄せより溶接によりつり‾Fげている｡.

4.3 水 壁

火炉水壁ほUPボイラとしで原理上 構造上多くの考慮が払われ

るが本ボイラにおいても最も特長とする部分である｡おもな特

fをは,

(1)水壁に小径の管とフィンとの溶接構造からなるいわゆる

｢メンプレソ構造+を採用している｡

(2)水壁を一経路とし,これを三段階(一次水壁,二次氷壁お

よび三次水壁)に分けた.｡

(3)バーナ配置を対向バーナとし,前壁に10本,後壁に10本

設けている｡

(4)一次水壁の一部に丁リブドチューブ+と称する管内面にネ

ジみぞのある管を使用している､｡

(5)火炉のガスタイトほメソプレンウォールによF)子fなわれ,

スキンケーシングのない簡単な構造である.｡

(6)一次水壁分配管の途中に｢可変オリフィス弁一をそう入し,

運転初期にこの弁を調節することにより水囁出口において

流体の状態をより均一にできるようにしている.｡

メソプレン構造についてはすでにいくたびか紹介されているので

省略するが,この構造の採用により上述のように燃焼ガスの外部へ

の漏えいを防止するので,耐火材,スキンケーシングが不要となり,

強圧通風方式には最適である｡

本ボイラにほ円内IJPボイラにおいてほ初めてOnce-upと称す
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㊤ 二次水壁側上部管寄せ
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⑯ 二次水壁出口側部連絡管
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垂 三次水壁側下部管寄せ

串 三次水壁前部管
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低温過熱器下降管

低温過熱器下降管マニホールド

低温過熱器分配管

低温過熱器入口管寄せ

低温過熱器管

低温過熱器出口管寄せ

過熱器連絡管

過熱蒸気減温器

高温過熱器入口管寄せ

高温過熱器管

高温過熱器中間管寄せ

高温過熱器出口管寄せ

主 蒸 気 管

再熱蒸気減温器

低温再熱蒸気管

再熟器入口管寄せ

再 熱 器 管

再熱器出口管寄せ

高湿再熱蒸気管
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回ヰ 水 壁 混｢T 管寄 せ 桓】り 構造

る火炉方式を採用しているが,木方式につき説明する｡

Once-up方式とは,流体が前,後,側壁を一変に上昇する構造を

いう｡

本方式はアメリカにおいては亜臨界圧および超臨界圧UPボイラ

の両方に採用されており,全水壁を同じ状態の流体が上昇するた占う,

熱膨脹に対し無理のない構造といえる.｡各サーキット(水壁管はヘ

ッダによウ40のサーキッ1､た分けられているトニはそれぞれの勢

吸収に見令うような流量を配分するために上述の可変オリフィスを

†-
･l

11
一

1

l

+ =
】 l

∪

設け,さらによりいっそうの均一化をはかるためこ途中2個所に混

合管寄せを設けてある｡

一次水壁と二次水壁,二次水壁と三次水壁の境界部では水壁管が

中断するが図3に示すように,下部水壁管と上部水壁管を1本おき

こ交差させ,交差部をメソプレソ構造としメソプレソバーを介して

7部水壁の荷重を上部水生に無理なく伝える構造iこなっている｡

混合管寄せには混合分配効果を十分に発揮するように入口連絡管

スタッブ,出口連絡管スタッブをそれぞれ同一面に配置し,入口ス

- 8 -
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図5 低温過 熱器 サ ポ ート

タップから出口スタッブまでの距離はB&WCo.における実験に

よって得られた最適の寸法を採用している｡図4は混合管寄せ削っ

りの連絡管の配置を示す｡

本ボイラほボイラ荷重全体を天井鉄骨からつり下げる懸垂式のた

め,水壁管自体が荷重を天非スリソグボルトまで伝える方式を採用

している｡メソプレン構造は■板状であるため,スリングロッドを支

持する天井はりのたわみや炉壁,ロッドの温度差などによって一部

のスリソグロッドが遊び,一部のロッドおよびメソプレソウォール

に過大な応力が発生しないようにすべてのロッドに対してスプリン

グを使用している｡

水壁管は三次水壁スクリーン管を除きすべて外径22.2mInの管を

使用している｡

4.4 ケ ー ジ 部

ケージ部とは水壁と低温過熱器間にある天井壁,ケージ壁,ノー

ズ管およぴケージスリング管を合わせた総称である｡

ケージ壁,ノーズ管は水壁と同様メソプレソ構造であり,外径は

22･2,25･4,31.8mmおよび認.1mmのものを使用している｡

ケージ壁は内部に包みこんでいる低温過熱器の重量と,その下に

ある節炭器ならびにホッパの重量をすべてささえている｡ケージ下

降管および低温過熱旨旨下降管にほ高負荷時ケージ部の圧力損失を少

なくする目的で蒸気の一部をバイパスさせるケージバイパス配管が

設けてある｡

4.5 過 熱 器

過熱器は低温過熱器と高温過熱器よりなる｡低況過熱器は外径

63･5mmの管を二本ずつ組み合わせた水平多曲管形で,ガス流と対

向に配列されている｡低温過熱器の支持法としては図5に示すよう

にコイルの両端をケージ前後壁により支持するが,これだけではス

パンが長く中央部のたわみが大きくなるので,中央部をケージスリ

ソグ管によって支持する三点支持方式を採用している｡

高温過熱器は大部分外径弧8mmのチューブを使用しており,入

口軌 出口部より構成され,ガス温度の高い前部は並行流配置であ

り,ガス温度がいく分下がる後部では並行,対向流組合せ配置とし

て過熱管メタル温度の低減を囲っている｡入口部管列はガス流に直

角方向のピッチを広く,ガス流方向はほとんど接触したピッチのい

わゆる板状に配置することによってスラッギソグトラブルを防止し

ている｡スペーサには重油専焼時の,高温部腐食を考慮して図るに

示すようなスチームクールド形を採用した｡高温過熱器管には大部
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分外径50.8皿皿のものを使用している｡

低温過熱器と高温過熱器を結ぶ2本の連絡管にほそれぞれスプレ

ー式液温器が設置されている｡

4.る 再 熱 器

再熱器は高温過熱器の後方に直列に配置されている｡再熱器ほ入

口部,出口部よりなり高温ガス側に出口部が設置されている｡入口

部はガス流に対して対向,出口部は並行,対向流組合せで懸垂形と

なっている｡再熱器入口にはスプレー式減温器を設置しているが,

これは非常用として使用される｡

4.7 空気予熱器

再生式空気予熱器と蒸気式空気予熱器を組み合わせたもの二系列

よりなる｡蒸気式空気予熱器は重油燃焼時の低温部腐食対策として

設置されたもので,加熱用蒸気を高温過熱器入口からとり,これを

減圧して使用する｡蒸気式空気予熱器は二段式で外気温度0℃の場

合でも再生式空気予熱器の低温部メタル温度を規定値に保持できる

ようになっており,逆に外気温度がかなり高い場合には一段のエレ

メントへの蒸気をとめ支障なく運転ができるよう考慮されている｡

5,燃 焼 装 置

5.1微分炭燃焼装置

8･5Eミルが5台備えられ,各ミルから4本の微粉炭配管を出し合

計20本の微粉炭′ミーナに接続されている｡バーナ配置ほ前,彼壁と

､ヽ

麒
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図6 高 温過 熱器 ス ベ ー サ

- 9 -



244 昭和41年2月

｢下う

〕⊥ 評

3蓑

論

ル 計 画 仕 様

形.･.皇≡数

H 臼 容

.＼■
lT‾乙220′

l‾▼‾
l

l__+
公

〆 プラ

l

ミ/レ

外

内

数
ユ190▲

l

給炭

粗粉分嗣
l

2.160≠

::ヲニ

上+

_府中か､1
､㌔こ勺

＼･

l
坪

＼
l ¶ ■

､枚
J

州"分棚〝瞥

■覇醍醐1+
ロロUロ/

｡.(r
)弼

■..迦.‖.,在]〔■重〕〔〕〔 n

_享
l l

式 B&W 8.5E ミル

量 5 台

量
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ポ ー
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lO僻
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i一 --- ----
3▼丁い)

図7 8.5E ミ ル 構 造 図

も3段で上段のみ2本,中,下段ほ4本ずつとなっている｡ヒ段の

み1台のミルから微粉炭配管が前後に2本ずつふりわけられ,他段

へは1台のミルから前壁あるいは後咤にのみ割りあてられている､⊃

また運転中,前壁バーナと後壁バーナの陵用本数が多少異なっても

問題のないよう火炉計界に考慮が払われている｡

8.5Eミルは大容量ミルとして開発されたもので,図7にその構造

を,表3に仕様を示す｡本ミルはボールレースミルで,上部粉砕輪

を窒素圧力式ローディソグユニットによって下方へ押えながら固定

し,下部粉砕輪を回転し,圧漬と摩滅作用iこより石〃そを粉砕するも

のである｡石炭は徴粉炭機中央部上方から供給され,下部粉砕輪の

外周から送られる熱風により乾燥されつつ粉砕され,粉砕された微

粉は一次空気で運ばれ分離装置を経てボイラに送られる｡一次通風

枚は微粉炭機入口に設けられており清浄な空気のみを処理するの

で,微粉炭機出口に設置される誘引式排炭枚のように微粉炭流によ

る摩耗ほあり得ない｡上部粉砕輪iこかかる圧力の調熟ま現場に設け

られる圧力調整盤から行なえるので保守が容易である｡微粉炭機内

に設置されている粗粉分離器のべ-ソは運転中でも外部より調節で

きるため,メッシュの調整も容易である｡ミル5台に対し,ミル内

圧より高圧のシーリング通風機2台と潤滑油ポノブ5台を備え,前

者は粉砕部からギヤボックスに微粉が入り込むのを防ぐためシール

エアを供給し,後者は駆動ギヤボックスに給油する｡

給炭機にはいわゆるドラグコールフィーダと称する給炭機を使用

する｡本機採用の特長はバンカ出口と微粉炭機との相対位置のいか

んにかかわらず,微粉炭磯へのコールシュートを常に真直ぐに配管

できることである｡したがって本棟を含めて給炭系統の石炭づまり

はおきにくい｡

既述のように本ボイラは強圧通風式のため炉内ガスが微粉炭管を

通って停止中のミルに逆流する恐れがあるが,これを防止するため

に微粉炭管のバーナ近くにダンパを設け,このダンパの後にシーリ

ソグェアを入れ炉内ガス侵入を封じている｡微粉炭管ダンパはエア

シリンダにて操作され,ミル停止で閉じとなるようイソクーロック

が組まれている｡

第48巻 第2号

二き(水蟹卜茄誉寄せ

5.2 重油燃焼装置

本ボイラは微粉炭専焼のボイラ

であるが,ボイラ設備容量の50プ左

の重油助燃が可能なように計画し

てある.｡

重油バーナは広範囲にわたって

安定した燃焼が得られるワイドレ

ンジリターンフロー形バーナが採用され,

坦

i令缶暗

†

図8 クリソカホッパ

シー′レ説明図

微粉炭と共通のノミーナポ

ートに計20木設置されている｡重油流量調整ほ,重油ポンプから送

り出される一淀油量のうち,ボイラマスタからの信号に応じて重油

ストレージタンクへ戻す量を増減することによって行なわれる｡バ

ーナへの送油と戻り油の圧力差は定差旺ポンプにより一定となる｡

重油系統としては特に重油サービスタンクを設置せず,ストレージ

タンクより宙接ボイラに供給する方式を採用しノ1･七っ

5.3 軽油燃焼装置

起動用軽油バーナは空気噴射式Yジェット形であり,火炉前壁最

下段の重油バーナ2本および後壁最下段の重油′ミーナ2本を引き抜

き,軽油バーナを差込むいわゆる抜き差し式のもの4本が設置され

ている｡.

点火バーナは各微粉炭バーナに取り付けられ,点火時には微粉炭

あるいは重油の最も点火しやすい位置まで前進し,使用しないとき

にほ後退するようになっている｡点火バーナは圧力噴霧式アトマイ

ザ,電気着火装置および前後進機構からなり,バーナ1個または数

個を同時に作動しうる管制悠があるが,本ボイラではミル1台に対

応する分だけを同時に一つの管制盤で作動できる｡前後進は圧縮空

気により作動するェアシリンダで行なわれる｡

る.灰処軍里装置

微粉炭燃焼ボイラを強圧通風方式で運転する場合,灰処理装置の

おもな問題点は次の二点である｡

(1)ボイラ本体とクリソカホッパとの接続部から燃焼ガスが漏

れないこと｡

(2)クリソカホッパから灰を流し出すとき,灰流しゲートから

燃焼ガスが漏れでないこと｡

(1)の問題に対してほ図8に示すようにシール水により外部への

ガス漏出を遮断している｡強圧通風のため火炉正によりシールプレ

ート内側(火炉側)のシール水面がシールプレート外側(大気側)の水

面より低くなるので,封水みぞは平衡通風の場合より深くなる｡封

水みぞならびにシールプレートの寸法は火炉圧,ボイラの下方への

伸び,ボイラのリークテスト圧力などにより決められる｡シー′レプ

レートにはステンレス鋼を使用し,シール水にほ汲水を使うことに

よりシールプレートの腐食が防止される｡

(2)の問題に対しては灰流し時,灰流しゲートから流出する水量

に等しいかそれ以上の水量をジェットノズルから噴出せしめ,クリ

一10-
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ソカホッパ内の水位を常に灰流ゲートの上方一定の規定水位に保ち

(必要以上の水はオーバフロー/くイブから捨てられる),もし水位が

規定位置を割る場合には自動的にゲートを閉めるようにしてある｡

万一クリソカがゲートにひっかかった場合にはポークホールより棒

でついてこれを取り除くが,ポークホールにはアスビレーティング

エアを入れ燃焼ガスが噴き出さないように計画さカtている｡

上記の点を除けばクリンカならびにフライアッシュ処理方法は従

来の管路による水力輸送おエび空気輸送による力式とだいたい同じ

である｡

7.ボイラ起動停止装置

本ボイラにも貰流ボイラ共通の起動停止装置があるが,その系統

は図9に示すとおりである｡起動停止装置の主要部ほ過熱器バイパ

ス系統,過熱器減圧装置,フラッシュタンク,過熱話語クーリング系

統,タービンバイパス系統よりなる｡

本ボイラの起動手順としては概略下記を予定している｡

(1)復水器→脱気器一ポイラ→過熱器バイパス→フラッシュタ

ンク→復水器の順路で圧力70kg/cm2gで1/3流量を循環

し点火する｡

(2)フラッシュタンク圧力が約7kg/c皿2gになればフラッシュ

タンクで発生した蒸気を高圧給水加熱器に送る｡

(3)フラッシュタンク圧力が約10kg/cm2gになったらフラッ

シュタンクで発生した蒸気を過熱器クーリソグ系統に流し

過熱器と主蒸気管のウォーミソグを行なう｡本ボイラは姫

路第2発電所2号缶と同様過熱器クーリング系統を有して

いるため,起動初期からフラッシュタンク発生蒸気を過熱

器に送気できる｡したがってタービン通気も早くなり起動

時間短縮に有利である｡

(4)フラッシュタンク圧力が15kg/cm2gになると,フラッシュ

タンクより補助蒸気をとり始め,タービングランドシール

およびェゼククー用蒸気を所内蒸気と切り換える｡

(5)この間,所定の給水制限値を満していることを確認しなが

ら圧力を120,170kg/cm2g と段階的に上げ,燃料を増し

てゆく｡

(6)フラッシュタンク圧力が35kg/cm2gになったらフラッシ

ュタンクで発生し過熱器を通った蒸気をタービンに通気
する｡

(7)タービン負荷が約7～8%になったら過熱器減圧弁を開き

はじめフラッシュタンク→過熱器クーリングラインの低圧

過熱器止弁を徐々に閉じはじめる｡

(8)過熱器減圧弁が全開したら高圧過熱器止弁を開きはじめ,

過熱器バイパス弁を閉じ負荷を上昇させて行く｡その後,

過熱器バイパス弁セットを主蒸気圧力に切り換え175kg/

Cm2gにセットする｡これにより主塞止弁前の圧力が危急

速断などにより異状上昇した場合,安全弁に先んじて逃し

弁として作動するので,安全弁保守上有利となる｡

8.自 動 制 御

UPボイラは連続した管のみから成る貫流形式であるので制御系

統も非常に簡単であり,蒸気の圧力,温度および過剰空気率を一定

にするよう制御するだけである｡また,その構造上予熱,蒸発,過

熱の3部分が自由に変化できるので蒸気温度を一定に保つには給水

と燃料の比率を制御すればよいことになる｡図】0に本ボイラの制御

系統図を示す｡負荷指令として応答の早いタービン第1段後圧力を

先行値としてボイラマスタに入れ,給水量,燃料量および空気量を

同時に調整し,最終的にはタービン入口圧力が一定になるよう再調

整する｡

給水量の調整は流体継手によるポンプの速度制御により,燃料量

はミル用一次通風機の風量制御によって行なわれる｡給水量調整に

は給水量を測定し,フィードバックしている｡

主蒸気温度は基本的にほマスタからの信号によって給水量と燃料

量を常にバランスさせることによって制御されるが,急激な負荷変

動などにより給水量と燃料量の比率がくずれたとき温度偏差をでき

るだけ少なくするため,低温過熱器出口に常時蒸気流量の約4%を

注水し,この量を加減することにより即効的に温度変動を押えるよ

うにしてある｡注水量が変化した場合には給水量一江水量の比率制

御により注水量が常時注水量になるまで給水燃料比が修正され所定

の運転状態に復元される｡

再熱蒸気温度制御は他のB&Wボイラと同様再熱器出口蒸気温

度一定となるように再循環ガス量を調整するが,さらに非常用とし

て朽熱器入口にスプレ式減温装置を設けてある｡

ボイラトリップの条件として特有のものは,

(1)給水流量が1/3MCR以下で燃料および給水の停止

(2)給水圧力低下で燃料および給水の停止

などがあげられる｡

9.緒 言

以上,中部竜力株式会社武豊火力発電所納700t/hUPボイラにつ

いて梢造および付属設備の特長につき紹介した｡本ボイラはアメリ

カB&Wをとの豊富な経験に基づく技術に,国産技術を合わせて計

画されたプラントでありその成果が期待されている｡昭和41年8

月営業運転にほいる予定で作業が進められており,完成の暁にはこ

の方面における要望に十分こたえうることを確信するものである｡
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